
８
　
伯ほ

う

耆き
の

国く
に

東と
う

郷
荘

ご
う
の
し
ょ
う

下し
た

地
中

じ
ち
ゅ
う

分ぶ
ん

絵え

図ず

（
模も

写し
ゃ

本ぼ
ん

）

仁
‐
一
○
八
。
一
幅
。
縦
一
二
五
・
八
cm
、
横
一
○

五
・
二
cm
。
紙
本
彩
色
。

松
尾

ま
つ
の
お

神
社
主
典

し
ゅ
て
ん

東ひ
が
し

房
経
所
蔵
本
（
現
在
、
柳
沢
氏
所
蔵
）

の
模
写
本
。
原
本
は
、
中
世
荘
園
の
下
地
中
分
の
実
際
を

示
す
図
と
し
て
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
有
名
な
絵
図
。
原

本
は
正
嘉

し
ょ
う
か

二
（
一
二
五
八
）
年
十
一
月
作
成
（
裏
書
）
で
、

領
家
の
松
尾
神
社
に
伝
来
し
た
。
絵
図
は
、
南
を
天
に
し

て
、
鳥
取
県
中
部
の
潟か

た

湖こ

の
東と

う

郷ご
う

池い
け

（
湯
梨
浜
町
）
を
中

心
に
描
く
。
池
の
西
北
の
小
山
に
西
の
北
条
郷
と
の

ぼ
う

示じ

（
堺
の
標
識
）
が
描
か
れ
る
。
池
の
西
に
は
水
田
が
広
が

る
。
西
南
の
大
杉
も
境
界
の
目
印
と
思
わ
れ
る
。
南
の
深

山
は
、
三み

朝
郷

さ
さ
ご
う

と
の
境
界
を
な
す
。
池
の
東
南
に
は
加
那

子
社
と
小
川
が
あ
り
、
東
の
山
に
鎮
座
す
る
伯
耆
一
宮

い
ち
の
み
や
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（
倭
文

し
と
り

神
社
）
と
の
境
界
と
な
る
。
一
宮
か
ら
東
北
に
広

が
る
山
地
は
馬
野
（
放
牧
地
）
で
馬
が
放
牧
さ
れ
て
い

る
。
池
は
橋
津
川
で
日
本
海
に
つ
な
が
る
。
海
に
は
帆

掛
舟
が
三
隻
走
る
。
橋
津
川
の
河
口
に
は
大
湊
宮

（
湊
神

み
な
と

社
）
が
鎮
座
し
、
津
が
あ
っ
た
。
東
郷
荘
の
日
本

海
海
上
交
通
と
の
関
わ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
東
郷
荘

を
構
成
す
る
田
畠
・
放
牧
地
・
池
・
湊
・
寺
社
な
ど
の

そ
れ
ぞ
れ
を
「
領
家
分
」
と
「
地
頭
分
」
に
等
分
す
る

た
め
に
四
本
の
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る
。〔
参
考
〕『
日

本
荘
園
絵
図
聚
影
』
五
上
。
松
尾
容
孝
「
伯
耆
国
東
郷

荘
下
地
中
分
絵
図
【
東
大
模
写
本
】」（『
中
世
荘
園
絵
図

大
成
』
第
一
部
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
七
）。




